
 
 
 
 
 
 
 
 

  

令和７年 顕彰式典 
萩原小学校を会場にして 

薬物乱用防止研修会 

11月 14日  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 
 
昨年度は、更生保護制度７５周年。続く本年度は、社会

を明るくする運動が第７５回目の節目を迎えました。ま

た、６月１日からは刑法が改正され、拘禁刑が導入された

ことで大きく制度の転換が図られました。 
 
このような情勢のもと、今般１１月１３日、羽島市の不

二羽島文化センターにおいて「顕彰式典」が盛大に開催さ

れました。当保護司会と更生保護女性の会からは、次の皆

さんが表彰受彰をされました。おめでとうございました。 

 

◇ 法務大臣表彰             青木 正範 

◇ 中部地方更生保護委員会委員長表彰   今井  強 

◇ 中部地方保護司連盟会長表彰 

可児 正充、齋藤 直志、都築 保彦、永田 光由 

◇ 岐阜保護観察所長表彰         高井 範和 

◇ 岐阜県保護司会連合会会長表彰 各務 敏文、高橋 典子 

＜更生保護女性の会＞ 

◇ 中部地方更生保護委員会委員長感謝状  大前 順子 

◇ 中部地方更生保護女性連盟会長表彰   幡野 人美 

◇ 岐阜保護観察所長感謝状        藤原由美子 

◇ 岐阜県更生保護女性連盟会長表彰    加藤とみ子 

 
今年は、飛騨保健所下呂センタ

ー、市福祉部、そして萩原小学校

6年 72名の子供たちと先生方の

協力を得て、小学校を会場にして

開催しました。そして、『薬物乱

用防止出前講座』の実際を参観し

ながら、本講座の目的と意義を確

認し合いました。 
 
今回の出前講座を担当した可児

保護司と宮本薬剤師の 

「薬物には絶対に手を出してはい
．．．．．．．．．．．．．．

けない
．．．

！」 

「身近なところにあるエナジード
．．．．．．．．．．．．．．

リンクや咳止め
．．．．．．．

の
．
誤った
．．．

使い方
．．．

を
．
し
．
たら絶対にダメ
．．．．．．．

！」 

という語気を強くした子供たちへ

の語りかけには“薬物乱用防止”

への強い願いが込められており、

学ぶべき内容のとても多い 45分

間でした。 
 
「薬物はダメと知っていたけど、

更にダメだという気持ちが高ま

った。」（６年児童感想） 
 
「下呂でも薬物逮捕事案があった

と知り、認識を新たにしまし

た。」（研修会参加者感想）↘ 

 

 

 ↘ 毎年、当保護司会“薬物乱用防止指導員”の 6名が中

心になって市内小中学校で継続してきている本講座です

が、その意義を保護司会と更生保護女性の会みんなで共有

できたことは貴重な機会となりました。意見交換会でも話

題になったように、これからは更に、地域での連携のあり

方をはっきりさせて、地域みんなで関心を持ち続けていく

ことの大切さを感じることができました。 
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月 日 曜日 行　事　名

12 1 月 永田光由 山中麦子 山中麦子

2 火

3 水 都築保彦 高井範和 高井範和

4 木

5 金
第3回定例研修会16:00

情報交換会18:00～
大江真人 山中麦子

6 土

7 日

8 月 永田光由 山中麦子 大江真人 山中麦子

9 火

10 水 高井範和 高井範和

11 木

12 金 社明実行委員会13:30
都築保彦

永田光由

可児正充

柏木寛隆
垣内新子 山中麦子

13 土

14 日

15 月 永田光由 山中麦子 山中麦子

16 火

17 水 髙橋典子 山中麦子 大江真人 山中麦子

18 木

19 金 都築保彦 山中麦子 山中麦子

20 土

21 日

22 月 永田光由 山中麦子 山中麦子

23 火

24 水
都築保彦

永田光由

可児正充

柏木寛隆
高井範和

25 木

26 金 大掃除10：00～ 山中麦子

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水 大晦日

午前(9:00～12:00)

12月予定表（サポートセンター当番）

午後(12:00～15:00)

 
 

＊ 12月 26日 サポートセンター大掃除 
  
 
 


